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2016 年 2 月号 

Watanabe Academy Gakugeidaigaku 

Watanabe Academy Senzoku 

Watanabe Academy Kajigaya 

http://watanabe-academy.com 

“Do a little more each day than you think you possibly can.” 
君が多分やることが出来ると考えるより、少し多くを毎日やりなさい。 

－Lowell Thomas－ 

2016 年 1 月―3 月 

 「沈み行く日本」、「GDP世界２位を中国に奪われた日本」、「内向な日本の若者たち」、「ガラパ

ゴス・シンドローム日本」、「英語が出来ない日本人」とマスメディアで描かれている私達の国「日

本」、「日本人」です。 

 こういう言葉を聞いたり、目にして、私が日本からアメリカへ行った頃の１９７０年代の「日本」は

どうだったのだろうかと考えてみました。それは高度成長前で「日本の GDP は世界で一体何位

だったのか」記憶にありませんし、「大卒の就職内定率」がどれ位だったのかこれも覚えていま

せんし、英語が出来る日本人はその頃もっと少なかったと思います。 

 実際、私たちがアメリカに住み始めたころは、カリフォルニアでも日本からの日本人は非常に

少なく、家の子供たちは「その幼稚園、その小学校で初めての日本人」でした。また道を走る車

にしても、日本車は非常に珍しく、日本車を見ると「ワーッ、トヨタだ！」、「ワーッ、ダットサン（日

産）だ！」と感激したものでした。只その後、日本経済が急成長し、それに少し遅れて他の国々

も頑張り、日本を取り巻く環境が急激に変化し、その急上昇にもうついていけず、「失速状態」に

陥ってる「日本」の様に思えます。 

 しかし７０年代からの高度成長や今の日本を造り上げてきたのはあまり目立たなかった一人

一人の日本人だったのです。今も日本人は世界的なレベルではまだまだ基本的に能力は高い

と思います。マイナスなイメージを描写されることの多い昨今の日本ですが、まだこれからやれ

る事はたくさんありますし、まだ決して遅くはありません。今この日本の沈滞状態を打ち破ること

のできる一つの事は世界の共通語となった「英語」をスキルとして持つことは言うまでもありませ

ん。ワタナベアカデミーでは、世界に通じる本当の「英語」を教え続けてきていますし、今年から

は各教室とも Story Time をカリキュラムに加え、発音の基礎から始め、色々な物語をスタッフと

共に読んでいきます。あまり「メディア」のセンセーショナルな言葉に踊らされず、毎日毎日を大

切にし、自分自身を磨いていきましょう。 

 今年も皆様方のご支援をよろしくお願い致します。 

渡辺節子 

1月 

24 日（日）⇒英検実施 

2月 

1日（月）⇒6日（土）英検 Jr.実施 

11 日（木）⇒通常レッスン休み（建国記念日） 

21 日（日）⇒英検二次試験実施 

27 日（土）⇒TOEIC Bridge/TOEIC 申込み締め切り 

29 日（月）～3月 5日（土） 

  ⇒TOEIC Bridge/TOEIC 実施（各教室） 

 

 

 

3 月 

7 日（月）⇒Spring Schedule 準備の為 休日 

8 日（火）⇒23日(水) 16days Spring Schedule 

  詳しいスケジュールは同封しています。 

（文法特訓）（祭日、日曜もレッスンあり） 

24 日（木）⇒4月 5日(火) 春休み 
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Announcement① 
レッスン/事務について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

東急田園都市線梶ヶ谷駅のすぐ前に、ワタナベアカデミーの 3 つ目の教室をオープンしま

す。レッスン開始日は、2 月 6 日です。お知り合いの方で、梶ヶ谷教室での英語レッスン

にご興味がおありの方には、ぜひともご紹介お願い致します。 

梶ヶ谷教室 Open します！ 

平常の各生徒さんのカリキュラムにも文法を入れて、進めていますが、 

時々復習を兼ねてまとめて勉強をしないと全体的な文法を理解するのは難しいです。 

3 月の”春の特訓”は、去年も好評でした”文法強化特訓”を致します。 

別紙に詳しくお知らせしていますが、ご返事を必ず 2/20 までにお願いします。 

文法力強化の春の特訓 “16days” 

3 月 8 日(火)⇒3 月 23 日(水) 

 

各テスト受験の補習は、2 週間前からです。補習をご希望の生徒さんは、FAX 用紙を同封

致しますので、補習ご希望の日時 FAX で必ずご連絡下さい。FAX 番号は 03-3714-2535

です。もしも FAX がご使用できない場合は、レッスン時にお持ちいただくか、ご郵送下さ

い。 尚、小学生の方の 1 回の補習時間は、集中力もありますので通常レッスンの時間以内

でお願い致します。 

テスト対策についてのお願い 

小学生の生徒さんの毎レッスンのお勉強内容と、宿題をご連絡する Daily Schedule が改訂し

ました。以前のものよりレッスン内容と宿題を分かりやすくしましたので、どうぞご確認

ください。 

「Daily Schedule」改訂！ 
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Story Time 

内容：初級と中級クラスに分けて、発音基礎の訓練と名作をスタッフと一緒に英語で音読

します。 

対象：小学生～中学２年生 

☆学芸大学： 月～土、初級→17:35～17:55、中級→18：00～18：20 

☆洗足： 月～土、初級→16:25～16:40、中級→16：45～17：00 

Reading/Dictation Time（学芸大学教室ではすでに始めており、洗足教室は 1 月から開始です。） 

内容：英字新聞、Time 誌などの記事の音読と Dictation（毎レッスン異なる記事） 

対象：英検 P2、２級程度、高校生、大学生、社会人 

☆学芸大学： 月～金→19:30～20:00、土のみ→ 15:30～16:00 と 19:30-20:00 

☆洗足： 月～土→17:05～17:25 

 

 

 

  

Announcement② 
レッスン/テストについて 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

Reading Time/ Story Time について 

2016 年度より英検が変わります 

2016 年度第 1 回の英検より以下のように変わります。 

 2 級にライティングが導入されます。 

 4 級と 5 級にスピーキングが導入されます。 

 準 2 級、3 級のライティングは早急実施をめざし準備中です。 

2015 年度第３回英語検定 

日時；1 月 24 日（日）英検 1 次 

場所 : 学芸大学と公開会場 

締切：12 月 18 日（金） 

英検 Jr. 

日時；2 月 1 日(月)→2 月 6 日(土) 

場所；学芸大学・洗足教室 

締切：2016 年 1 月 9 日（土） 

 

TOEIC/TOEIC Bridge 実施 

日時；2016年 2月29日（月）～3月 5日（土） 

場所；学芸大学・洗足教室 

申込み締切；2016年 2月 27 日（土） 

 

★高校入学時に TOEIC Bridge でクラ

ス別けがある生徒さんは必ず TOEIC 

Bridge を受験して下さい。 

☆申し込み用紙は 2 月に各教室に置きます。 
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Announcement③ 
留学/短期留学について 

 

 

 

 

 

 

 

 
今年も、盛りだくさんのサマープログラムをご用意いたしております。同封の別紙に詳細を載せて

います。以下が一覧表になります。これ以外のプログラムもご紹介できます。 

 

プログラム名 対象年齢 説明会 期間 
参加期間 

変更 

Watanabe Academy  

Summer Tour 
10歳～ ４/17 

13：00～15：00 
7/20～8/3 × 

Julian Krinsky  

Summer Camp 

中学3年生 

～高校3年生 
４/17 

13：00～15：00 
7/17～8/6 ○ 

Boston University  
Summer Challenge for High 

School students 

高校生 個別 
（3/12締め切り） 

7/19～7/31 × 

Fay School  
Summer Immersion Academic 

Program 

10～14歳 ４/17 
13：00～15：00 

7/10～8/12 ○ 

Cornell University  
Summer College for High 

School Student 

高校２年生 

～３年生 
４/17 

13：00～15：00 
7/19～8/15 ○ 

Yale University  
English Language Institute for 

High School Students 

高校２年生 

～３年生 
４/17 

13：00～15：00 
7/18～8/5 × 

Harvard University  
PreCollege Program 

高校生 ４/17 
13：00～15：00 

7/24～8/5 × 

Georgia Tech 

Language Institute 
大学生以上 個別 8/12～9/15 × 

Drake University 大学生以上 個別 相談可能 ○ 

春期アメリカ語学留学 

(高校 3 年以上が対象です！) 

koukou 

１月から３月の間、アメリカの語学学校留学をご希望の方は、お知らせ下さい。 

詳しいお知らせは直接ご説明致します。 （ＳＡＰ担当） 

Summer Programs at 

 Watanabe Academy 
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Energy Source 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

It’s natural to feel disappointed 

 when things don’t go your way 

It’s easy to think… 

 “I can’t do it, so why try?” 

But, no matter how scared you are  

 of making a mistake 

or how discouraged you may become, 

Never give up … 

because if you don’t try and  

if you don’t go after what you  

 want in life, 

it won’t come to you, 

and you’ll be forced to accept  

 things that you know could 

 be better…. 

 

Success is no measured by  

 whether you win or 

  whether you fail- 

there’s always a little bit  

 of success, even if things 

  don’t go your way- 

What’s important is that you’ll  

 feel better about yourself, 

  for the simple reason 

   that you tried. 

Amanda Pierce 

物事が自分の思い通りに行かない時 

 がっかりするのは自然なことだ 

「それは出来ない、だからなぜやるのだ？」 

と考えるのは簡単だ。 

しかし君が間違いをするのを 

どんなに恐れているとしても、 

又、君がどんなに落ち込んだとしても、 

決してあきらめてはいけない… 

何故ならもし君が挑戦せず、そして 

もし君が自分の人生で望むことを 

 追求しなければ 

それは君のところにはやって来ない 

そして君は自分はもっとうまくやることが出来たのに 

 と思う事を我慢しなければ 

 ならないのだ。 

 

成功とは、君が勝つとか、 

 負けるかとかで 

 計れるものではない 

君が望むように事が行かなくとも 

 少しの成功はいつも 

  あるものだ 

大切なことは、君が挑戦したという 

 単純な理由で 

  達成感を感じることだ。 

 

（渡邊節子 訳） 

 

 

 

 

 


